
鳥取県立むきばんだ史跡公園　　　　　平成 29 年 11 月 18 日（土）

　国史跡妻木晩田遺跡

　　第 33 次発掘調査現地説明会資料
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10区史跡指定地境界（北側が指定地）

松尾頭１区

松尾頭1０区松尾頭1０区

松尾頭1号墓松尾頭1号墓

松尾頭２号墓松尾頭２号墓

松尾頭１区拡張区松尾頭１区拡張区

松尾頭５区松尾頭５区

松尾頭４区松尾頭４区

松尾頭３区松尾頭３区

今回調査した墳丘墓今回調査した墳丘墓

墳丘墓の可能性があるもの墳丘墓の可能性があるもの
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　鳥取県立むきばんだ史跡公園では、平成 29 年８月 23 日（水）から松
まつ

尾
お

頭
がしら

地区で第 33 次
発掘調査を行っています。松尾頭地区は妻木晩田遺跡に人々が最初に住み始めた場所です。集
落の最盛期（弥生時代後期後葉：2 世紀後半）には首長層の居住域になりますが、その後集落
規模が縮小し、再び規模が拡大する時期（弥生時代終末期：3 世紀前半ごろ）に、松尾頭地区
内で人が住まなくなっていた場所に墓域が形成されます。
　今年度の発掘調査は、平成 25 年度の調査で新たに確認された墳丘墓の形態と築造時期を明
らかにすることと、居住域に墳丘墓が築造されて墓域に変わる過程を明らかにすることを目的
としています。 
　妻木晩田遺跡ではこれまでに 36 基の墳丘墓が見つかっていますが、このうち松尾頭地区に
は 2 基の墳丘墓（松尾頭 1 号墓・2 号墓）があります。今回調査を行った墳丘墓は、四角い
墳丘の外周に沿って溝が掘られ、その四隅が途切れて土橋のように溝の外側とつながる、「方

ほう

形
けい

区
く

画
かく

墓
ぼ

」であることがわかりました。これは松尾頭地区でこれまでに見つかっている 2 基
の墳丘墓と同じ形態です。また出土した土器から、弥生時代終末期の墳丘墓であることがわか
り、1 号墓・2 号墓よりも前に造られた可能性があります。
　妻木晩田遺跡の集落が、最盛期から一度規模を縮小させながらも再興をとげる時期には、有
力者の墓域が仙谷地区から松尾頭地区に移っていたことが明らかとなりました。

【松尾頭１号墓・２号墓とは 】
　松尾頭 1 号墓・2 号墓（図４）は、1996 年に行われた第 1
次調査で発見されました。東に傾斜する緩斜面に、東西に並ん
で立地しています（図５）。いずれも流出した東側を除く３辺
が溝で区画されていました。
　１号墓の大きさは 10.3 ｍ× 6.4 ｍで、墳丘上と溝内に計２
基の埋葬施設がありました。墳丘上の第１埋葬施設には柄を
巻いたヤリガンナが副葬されていました。２号墓の大きさは
10.7 ｍ× 8.4 ｍで、墳丘上に 3 基の埋葬施設がありました。
出土遺物から、どちらも弥生時代終末期後半の時期で、2 号墓
は 1 号墓の後に築かれたと考えられます。
　今回調査した墳丘墓が立地する丘陵と、道路を挟んで北東側
に位置する 1 号墓・2 号墓のある丘陵とは、もとはつながって
いました。この 3 基のほかにも、墳丘墓の可能性があるもの
が尾根上に４基確認されており、今後の調査によって形態と築
造時期を明らかにしていきたいと考えています。 図４　松尾頭１号墓・

２号墓平面図（1/400）

松尾頭地区で新たに確認された墳丘墓のすがた
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図５　松尾頭地区の墳丘墓の配置図
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※図中の等高線は調査前のものです。
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　　　　：傾斜変換線、上端
　　　　：傾斜変換線、下端
　　　　：溝状にくぼむ範囲
　　　　：第 28 次調査トレンチ
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調査範囲

松尾頭地区
図５範囲

松尾城地区

妻木山地区

洞ノ原地区

妻木新山地区

仙谷地区

弥生の館 むきばんだ

【出土遺物】
　区画溝の中から土器片が出土しました。特に
西側区画溝からの出土量が多く、底面近くから
は甕

かめ

の口
こう

縁
えん

部
ぶ

が完全な形で出土しました。次い
で北側区画溝はトレンチの狭い範囲から、壺

つぼ

の
口縁部が破片になって出土しました。東側と南
側の区画溝は土器の出土量が少なく、細片が数
点出土するにとどまりました。これらの土器は
墳丘上で行われた祭

さい

祀
し

に使われたものと考えら
れます。
　西側区画溝の底面近くから、鉄

てつぞく

鏃（鉄製のや
じり）が 1 点出土しました。長さ 9㎝、幅 2㎝、
厚さ 4㎜で、矢

や

柄
がら

に差し込むための茎
なかご

を持ち、
細長い葉っぱのような形をした有

ゆう

茎
けい

柳
やないば

葉式
しき

と呼
ばれるものです。仙谷 3 号墓では副葬品とし
て鉄鏃が出土した例がありますが、なぜ溝内か
ら出土したのかはまだわかっていません。

【松尾頭地区とは】
　松尾頭地区は、「弥生のムラ」が復元されている妻

む

木
き

山
やま

地区の南側に位置します。弥生時
代中期後葉（紀元前 1 世紀～紀元 1 世紀前半ごろ）に、松尾頭地区に小さな集団が住み始め、
妻木晩田遺跡の集落の形成が始まります。集落最盛期である弥生時代後期後葉（2 世紀後半
ごろ）には、妻木山地区とともに集落の中心地となり、祭殿とみられる大型の建物跡も見つ
かっています。弥生時代終末期前半（2 世紀末～ 3 世紀初めごろ）、一時的に集落規模が縮
小しますが、弥生時代終末期後半（3
世紀前半ごろ）に再び拡大します。松
尾頭地区はその各時期を通じた中心的
な居住域でした。

【新発見の墳丘墓について】
　図２は発掘調査を行う前の地形図で
す。この図を見ると、方形の高まりが
あり、その周囲が溝状にくぼんでいる
のがわかります。平成 25 年度に実施
した第 28 次内容確認調査でトレンチ
調査（図 2 の灰色の範囲）を行った
ところ、外周に溝を伴う、弥生時代終
末期の墳丘墓である可能性が高いこと
がわかりました。
　今年度の調査では、全体の面的な調
査を行い、さらに南半部の溝の埋土を
掘り下げることによって、隅部の溝が
途切れることが明らかとなりました。

図２　調査前地形図（1/400）

図３　墳丘墓区画溝平面図（1/200)

図１　調査地点位置図（赤い丸の位置）

①西側区画溝から土器（甕）が出土したようす ②北側区画溝から土器（壺）が出土したようす ③東側区画溝から鉄鏃が出土したようす

④南東隅で区画溝が途切れているようす

　
　・墳丘の大きさ　南北　約 8 ｍ、東西　約 7 ｍ
　・墳丘の高さ　　約 30 ～ 50cm（＝盛土の厚さ）
　　※西側区画溝の底面から墳頂までの高さは 1.25m
　・区画溝の幅　　最大約 2m
　・区画溝の深さ　約 20 ～ 40cm　


